
防災の拠点としての市民センター 

 

内牧市民センターは災害時には住民が安心できる避難所となる 

 

視点 

 

防災士を中心に市民センター防災組織の編成・避難所開設訓練 

 

内牧地区の防災士を中心とした市民センター自主防災組織の編成 

 

災害時には、避難所としての役割を十分に発揮できる 

 

車イスや AED を取り入れた訓練の実施 

 

地域・学校との合同防災訓練 

 

十分な備蓄（食料、水、簡易トイレ、毛布等） 

 住民参加による防災拠点づくり
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